
スクリユース

1 ，300 m 以内として滞空時間 スキ ーリ フ H固定式)

もと少なくしている。(大43スキー場)

スキーリフトには熔索の万法によ り ， 固定式と自動式の 2 f重

1裂がある。固定式とは循環運転している曳索(えいさ く )1こ ， 搬

総が一定間隔(椛造基準では 10 m 以上と規定している)に固定

されたものであり ， 自動式とは縫;，y~裟置にレパ ーつかみ機階式

か H 霊式，または欽鞍(てつくら)式をm~ 、たもので， 111下停留

場で嫌械を一定間隔(桃造基準では 50 m 以上と規定している)

に録業させ，山上停留場で放索して乗客:を迎送するものである 。

運転速度は乗降の関係上，固定式にあっては秒速 1. 3 m ， 自動式

にあ っ ては秒速 1. 5 m と制限されている。 またWi造基準て寸主乗

降の l)'ilf系はこの速度しか定めていないが， 来陣地の1足量fÊ~-q;から

考えて ， ~際スキーリ 71 を作る場合は適当な広場を設ける必

袈がある。ー」索道。(安勝栄)

スクリユースパイキ (災) screw spike レーノレ釘の l 僅で鯨

釘(ねじくぎ)ともしづ。枕木にねじ

こむようにな ってい る。

スクリユ ー スパイキは， 取りつけ

のとき，木組lの損傷が少ない。また

枕木におIする支持力は， 犬釘にくら

べてが~ 2 倍くらいである 。

!li:基t線路にタイプレートとともに

使川 されている。(沢田謙二)

すじしぱ 筋芝 法(のり ・ 土地の スクリユ ースパイキ

斜面)商を保護

するために紡状

に，水平に値込

まれた芝。 Îfii芝

によ って法面を

保護する工法を

紡芝工， または

土羽踏芝付工と

い っ てい る。 盛

土あるいは築堤

法函の保護にも

っ とも営通に用

い ら ;!L るもので，

長さ 30cm，幅

1 0cm 程度に切

っ た切芝(生芝)

または芝の摂の

土を娠 っ て， (ま

スグリ 比 一 ス パ イキ

血旦1

え互主l

@ 

らばらに した娠芝を法長 20-30cm 間隔に，水平につらね他込

むのであるが， 1時期を 4 - 6 月， 9- 10 月に選ぶと生育がよ い。

この工法では土羽土を入念に突き固め， または踏み締めながら

施工することが必裂で， そうでない と 土羽土の浸 し ょくと芝の

枯死を招くことが多い。芝が生育すれば土羽二iこ とともに脱土 ・

あるいは築ぬ表聞の極端な乾湿を抑え，雨水の流勢を減じて，

i去面の風化浸しょくを防ぐことができる。ー」土羽。(日1I所多

喜次)

ずじよう せんでい 図上選定 (英.) paper loca tion 新たに

鉄道線路を建設する際には，まず巡輪上通治 しなければならな

い地点が決められ， その地点相互間の路線は巡転上から ， 曲線

が少なく緩勾配(かんこうばL、)でかつ距離の短いものがよい。

しかし建設費の点からすると工事数量:を滅らし，またずい道や

縞梁(きょうりょう)のような;剤師な緋造物を少なくした方が得

策である。これらを比較検討して最良の路線を図上て‘選び /:Hす

作業を区|上選定という。

過去においては線路調査によってだいたいの路線経過地が決定

するとただちに現地に臨み，選定技術者の直感によって線路中

心線を決定した。この方法は目測のみをたよ りに行う |誕l係上，

地形の復雑なところでは非常に困難な作業となり ， かつまた選

定者の伯i人(f)技能によ って大きく左右された。 現在ではまず

計百の地形図から図上艇によ つ 下路線のだし、灯、の経酬
を決め，それに沿っ て総状の総尺 ーよーの地形図を作製する。2,500 
地形iJIIIl孟(予測という)が終了して図が完成すると ， 図上に直線

およひ:1111 総定規を}f]い地形 ・地物を考慮して線路の平間位置を

主主め ， 20 m ごとにキロ程をきざむ。つぎに中心線を横断する等

高線から高さを求め線路縦断簡図を作製し， これにもっとも適

当 と思われる施工越前を記入 し，問築物の延長や大きさを定め，

また:tI!!.捻高と施工主主商高の高差から切取j栄や~t是高を求め， 土

工iLIを鉱山し建設吹を Zì:出する。この槻合ただ I 木の路線で中

心線を決定することなく ，比較線を選び，建設校および将米の

巡転~'1. ・保守政からその長所 ・ 短所を十分比較研究して，その

区間で最良と思われる路総を決定する。直接~iJllJ法では1:本の

路線を定めるにも多大の時間と氏周を袈するが， 図上選定では

きわめて簡単に路線の研究がでざるのが最大の利点である。

ー」地形図。予iJIIJ。線路縦断而図。(高矯浩二)

ス タンディング・テスト (英) standing test 運転試験と 相

対(I(J な試験て:' ， 111岡または列車の l'f U:試験のこと である。

一・般に殴械長自の試験は使用中すなわち運g伝中に行うこと がよ

いが，五[転試験ができない場合とか，運転試験を行う前の予備

的試験をする場合には， 停止 したままで試験をすることとなる

のである。したが っ てスタンディ γ グ ・ テストは十分な試験と

はいわれない。(娠越義努)

スタンドパイう んてん スタンドパイ運転 客車の冷房装

誼は，列車走行中 lill転する 111軸から動力をと って冷凍織を巡転

しているから， 停車中は111mからの動力を得るこ とができない。

したがって列車始発前予冷しておきたいときまたは長時間停車

の場合のように， 冷凍機を運転する必要のある湯合は， どうし

ても他の動力によらねばならない。それには停車中車外から交

流電源をと って，車体床下に取付けてある補助電動綴(スタン

ドパイモ -f) ー)を運転し， 停車中でも冷凍繊を主I!転すること

ができるようにしてある。

この電動機に よ っ て客車の冷凍装慨を運転することをスタン

ドパイ 巡収と 11'1'-んでいる。(菊地直助)
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